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年度別、月ごとの事故報告数

２０２３度 ２０２４度 ２０２５度
※～１１月

１月 ２ 1

２月 1 3

３月

４月 1 3

５月 3 4

６月 1 6

７月 4 3 5

８月 1 3 2

９月 4 3 4

１０月 2 2 2

１１月 1 1 4

１２月 3

首より上、頭部・頸部・顔面（眼球等）のけがの数

柔道における怪我の発生

○重大事故

・頭部・・・急性硬膜下血腫
脳しんとう

・頸部・・・頚髄損傷
頚椎脱臼骨折

・熱中症

○その他・・・骨折、脱臼など



急性硬膜下血腫

○頭部の重大事故のほとんどが
急性硬膜下血腫



頚髄損傷 頚椎脱臼骨折
受傷時の年齢は平均19.7 歳（9〜73
歳）所属のカテゴリー別では中学生
19例・高校生30例・大学生2例・社会
人11例で、高校生に最も多く認めら
れました



熱中症
○適切な対処
Ａ 涼しい環境への避難

Ｂ 脱衣と冷却

Ｃ 水分・塩分の補給

Ｄ 医療機関へ運ぶ

○予防対策

骨折・脱臼・捻挫等
柔道に特徴的な骨折は、鎖骨・肋骨・手首（手
関節）・手足の指の骨折などです。脱臼や捻挫
は、肩鎖関節・胸鎖関節・肩関節・肘関節・膝
関節・足首（足関節）・手足の指の関節などに
みられます

鎖骨や肋骨の骨折・肩
鎖関節や胸鎖関節の脱
臼の多くは、巻き込ま
れて肩から落ちた際に
発生しています。手首
の骨折や肩・肘関節の
脱臼は、投げられた際
にきちんと受け身をと
らずに手をついて受傷
するケースが典型的











































コーチの語源

コーチ（Coach）の語源は、15世紀のハンガリーにある「コチ
（Kocs）」という村です。この地で製造された高性能な「四輪
馬車（kocsi）」がヨーロッパ中で有名になり、人や物を目的地
まで運ぶ乗り物として「コチ（コーチ）」と呼ばれるようになり
ました。



コーチとは

「相手を目標達成（目的地）まで
連れて行く人」

という意味合いを持ち、馬車のように相
手を支える存在とされる。



自分の言動を振り返ってみましょう

選手のためだから・・・と言動を正当化して
いませんか？



自分の言動を振り返ってみましょう

試合中、練習中、それ以外のすべての場面。
どんな場合でも同じです。



自分の言動を振り返ってみましょう

○試合中
・自チームの選手に対して・・・
「だからだめなんだよ！」
「アホ！」
「ボケ！」
「なんで言われた通りやらねんだよ！！」



自分の言動を振り返ってみましょう

○試合中
・相手のことについて・・・
「それしかねーんだから！」
「はいはいはいはい！」



自分の言動を振り返ってみましょう

○試合中
・審判に対して・・・
「指導でしょ！！」
「あったでしょう！！」
「どこ見てるんだよ！！」



自分周りの言動を見てみましょう

自チームの選手，生徒，応援者・・・

同じような言動になっていませんか？
同じような雰囲気でいませんか？



自分周りの言動を見てみましょう

その人たちの言動は、
   指導者・コーチの言動が

鏡に映った姿です。



嘉納師範の教え



試合で勝つことは
目的ではなく，
目的を達成するための一つの
目標であり，
手段の一つです。



その言葉，その行動で
社会に貢献できる人間が育
つのか？



社会に貢献できる人間が育
つための，有能な馬車になれ
ているか。



時代の変化
・柔道はオリンピック種目

・選手、監督コーチ以外の人たち
の関わり

・コンプライアンスの強化と
ハラスメントの意識拡大
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